
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「志高い青年を育てたい」、そんな思いから、『青年塾』を立ち上げて、 

早くも十三年が経ちます。 

既に千人を越える青年達が、巣立って行きました。 

今年は、初めて、その学びの成果を、多くの人達に見届けて 

いただくことにしました。 

昨年四月からの一年間、全国五つのクラスで学んできた人達が、 

渾身の力を込めて、みなさまに成果を問い掛けます。 

「こんな若い人達がいれば、日本の未来はまだまだ大丈夫だ」と 

言っていただけるかどうか。是非とも、お越しいただき、 

厳しい目でご覧いただきたく存じます。      『青年塾』塾長 上甲 晃 

●演劇『坂の上の雲』 

歴史上の人物から志を学ぶ…ことを目的に、 

青年塾では『坂の上の雲』を題材として 

います。自分達が感動した場面を、全国 

５クラスが、クラス毎に劇で演じます。 

 

 

 

■日時…平成 22 年 6 月 12 日（土） 
 

■会場…サンパール荒川 

       ＜大ホール＞ 

    【住所】東京都荒川区荒川 1-1-1 

    【電話】03-3806-6531 

   ※会場までの行き方・周辺地図は裏面を 

   ご覧下さい 
 

■入場料…無料 
  ※参加ご希望の方は、事前にお申込 

   下さい。詳細は以下をご覧下さい。 

 

■スケジュール… 

  １） 9:30～ 上甲塾長講話 

２）10:00～ 演劇-東クラス 

  ３）10:40～ 演劇-東海クラス 

  ４）11:10～ 育みの実践発表 

  ５）13:30～ 演劇-関西クラス 

  ６）14:10～ 演劇-北クラス 

  ７）14:50～ 演劇-西クラス 

  ８）15:20～ 松山市長/ 

         中村時広氏講評 
※全国 5 つのクラス毎に演劇を行います。 

※時間は変更となる場合がございます。 

 事前に確認の上、ご来場下さい。 

  

＜お問い合わせ先＞ 

●志ネットワーク ℡072-291-0504 

    または 

●東クラス 13 期 畠中雅規 ℡080-6061-8329 

青年塾  → 

12 期生  → 

演劇の様子 → 

塾生のご家族・友人・職場の 
皆様、是非おいでください！ 

●参加ご希望の方は、“志ネットワーク”へ FAX または HP からお申し込み下さい。FAX での申し込みは 

 当紙をご利用下さい。   ＜FAX＞072-291-0508  ＜URL＞http://www.kokorozashi.net/   
 
 

【氏名】             【住所】                           
 

【連絡先】            【所属】          【参加希望人数】       人 

 

 

【坂の上の雲 とは・・・】 
 
1904 年、日露戦争が勃発。当初は、日本の勝利は 

困難と言われていた。 

そのような状況で、秋山好古・真之兄弟を始め、 

日本を守ろう！という明治時代の志高い人々の 

活躍が描かれた物語。司馬遼太郎の代表作。 

 

正岡子規 

http://www.kokorozashi.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都バス】 

・JR 日暮里駅東口より里 22 亀戸行き  

・JR 西日暮里駅より草 63 浅草雷門行き  → ともに荒川区役所前下車 徒歩 2 分 
 
【都電荒川線】 

・東京メトロ千代田線町屋駅より都電荒川線へ乗り換え 

 三ノ輪橋方面 → 荒川区役所前下車 徒歩 2 分 
 
【東京メトロ】 

・日比谷線三ノ輪駅下車 南千住方面改札口を出て明治通りを王子方面へ徒歩 12 分 

（荒川警察署向かい） 
   

※駐車場には数に限りがございます。ご来場の際は、できる限り公共の交通機関をご利用下さい。 

■青年塾とは・・・ 
 

志の高い青年を育てる…それが『青年塾』です。 

・「他人を思いやる心」 

・「他人のために惜しげもなく力を差し出すことのできる心」 

こういった青年を育てるべく、上甲晃塾長が 13 年前に立ち上げました。 
 

講座では毎回、“歴史上の志高い人物を通じての学び”、“現地・現場へ足を運びその土地に住む 

志高い方からの学び”、“先人から日本人としてのあるべき姿の学び”…などを行っています。 

 

 

■育みの実践とは・・・ 
 

普段何気なく食べている「食」。その食を実際に育てることで多くの気付きを得るのが 

『育みの実践』です。 

日本人の食に関わりの深い大豆。青年塾ではそれぞれ地域の大豆を探すことからスタートしました。 

そして、一年かけて大豆の栽培に取り組んできました。 

その成果を、6/12 成果発表会にて発表します。 

塾生の大半が、大豆栽培の初挑戦…。その苦労と感動の成果を、是非ともお聞き下さい！ 
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